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が
で
き
る
の
か
。
そ
の

ヒ
ン
ト
を
探
る
べ
く
、

立
川
市
に
あ
る
「
さ
ん

き
ゅ
う
ハ
ウ
ス
」
※
１
を

訪
問
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
生
活
困
窮
者
や
路

上
生
活
者
へ
の
、
生
活

保
護
申
請
や
ア
パ
ー
ト

探
し
の
サ
ポ
ー
ト
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
実
際
に

弁
当
の
配
布
活
動
に
参

加
す
る
中
で
、
病
気
療

養
中
や
独
居
の
高
齢

者
、
公
園
や
知
人
宅
で

寝
泊
ま
り
し
て
い
る
若

者
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
利
用

者
の
方
に
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
多

く
の
方
が
、
日
々
の
生

活
に
精
一
杯
で
あ
り
、

歯
磨
き
や
健
康
に
気
を

つ
か
わ
な
い
、
そ
も
そ

も
健
康
で
い
る
こ
と
の

意
味
を
感
じ
る
余
裕
が

な
い
と
い
う
強
烈
な
印

象
を
受
け
ま
し
た
。

さ
ん
き
ゅ
う
ハ
ウ
ス

の
大
澤
理
事
長
は
、

「
精
神
疾
患
や
発
達
障

害
、
幼
少
期
の
生
育
環

境
な
ど
が
要
因
と
な
り

ホ
ー
ム
レ
ス
と
な
る
方

も
多
い
。
そ
う
い
う
人

た
ち
が
社
会
的
な
支
援

制
度
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
こ
と
、
お
金
が
な
く

て
も
医
療
に
か
か
れ
る
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草
花
が
芽
吹
き

喜
び
に
満
ち
る

春
。
だ
が
畜
産

酪
農
家
に
と
っ

て
は
今
年
は
と
て
も
つ
ら

い
春
だ
▼
酪
農
の
会
計
基

準
で
は
、
牛
は
固
定
資

産
。
区
分
は
生
物
。
子
牛

を
買
っ
て
き
て
（
ま
た
は

生
ま
れ
て
）
成
牛
（
ま
た

は
商
品
）
に
な
る
ま
で
の

期
間
、
飼
料
代
や
検
診
・

予
防
接
種
な
ど
育
成
に
係

る
費
用
は
損
金
で
は
な
く

「
育
成
仮
勘
定
」
で
処
理

し
、
成
牛
に
な
っ
て
初
め

て
「
生
物
勘
定
」
に
振
替

る
。
経
理
マ
ン
か
ら
見
る

と
こ
の
毎
日
の
積
み
重
ね

の
費
用
は
、「
大
き
く
な
れ

よ
」
と
い
う
酪
農
家
の
願

い
の
よ
う
な
勘
定
科
目
だ

な
あ
と
思
う
▼
そ
の
子
牛

の
価
格
が
暴
落
し
た
。
飼

料
代
が
考
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
高
騰
。
育
成
に
係
る
費

用
は
大
幅
増
な
の
に
牛
肉

価
格
は
上
が
ら
ず
子
牛
の

買
い
手
が
つ
か
な
い
。
育

成
に
か
か
っ
た
費
用
は
三

万
、
売
値
は
千
円
。
以
前

は
十
万
前
後
だ
っ
た
の
に

…
。
屠と
殺
か
廃
業
か
と
悩

み
な
が
ら
毎
日
世
話
を
す

る
の
は
ど
れ
ほ
ど
の
思
い

か
▼
人
も
牛
も
平
和
で
な

け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
。

世
界
は
確
か
に
繋
が
っ
て

い
る
ん
だ
。
一
刻
も
早
い

停
戦
を
、
屠と
殺
補
助
金
で

は
な
く
産
業
の
育
成
を
と

深
く
願
う
卯
年
春
。（
の
）
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「口の中」から格差社会の 「口の中」から格差社会の 
現実が見える？！現実が見える？！

を
も
と
に

「
口
腔
内
か

ら
見
え
る
格

差
と
貧
困
の

実
態
」
を
継

続
的
に
ま
と

め
た
も
の
で

す
。
ま
ず
は

こ
の
編
集
に

関
わ
ら
れ
た

岩
下
明
夫
・

私
た
ち
の
Ａ
チ
ー
ム

（
指
導
医
１
人
、
研
修

医
３
人
、
歯
科
研
修
医

１
人
、
理
学
療
法
士
１

人
、
事
務
３
人
）
で

は
、「
口
の
中
の
健
康

か
ら
見
え
る
社
会
問

題
」に
着
目
し
ま
し
た
。

「
歯
科
酷
書
」
と
い

う
レ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
全
日
本

民
医
連
歯
科
部
が
事
例

歯
科
医
師
（
相
互
歯

科
）
に
、「
酷
書
」
の
背

景
と
ね
ら
い
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。

「
歯
科
酷
書
」
か
ら

見
え
る
も
の

「
歯
科
酷
書
」
で
は

以
下
の
よ
う
な
事
例
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
親
子
で
口
腔
崩
壊
症

例
：
40
代
母
親
の
残
っ

て
い
る
歯
は
11
本
の

み
。
10
代
の
娘
も
顕
著

な
歯
の
汚
れ
と
重
度
の

虫
歯
」。
こ
こ
か
ら
読

み
取
れ
る
の
は
、
口
腔

崩
壊
（
虫
歯
や
歯
周
病

を
治
療
せ
ず
に
放
置
し

た
こ
と
に
よ
り
、
10
本

以
上
の
虫
歯
が
あ
り
、

食
べ
る
こ
と
な
ど
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
状

態
）
の
背
景
に
、
家
庭

環
境
や
貧
困
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
こ
と
で

す
。「

歯
科
酷
書
」
以
外

深
い
デ
ー
タ
が
多
数
あ

り
ま
す
。
近
年
、
乳
幼

児
全
体
の
齲う

し
ょ
く蝕

（
虫

歯
）
有
病
率
は
年
々
減

少
傾
向
で
す
が
、
両
親

の
教
育
歴
に
よ
り
、
成

長
と
と
も
に
齲
蝕
の
格

差
は
拡
大
す
る
と
い
う

報
告
。
ま
た
、
不
良
な

口
腔
内
環
境
は
、
特
に

高
齢
者
で
は
心
臓
血
管

疾
患
・
呼
吸
器
疾
患
、

認
知
症
・
社
会
的
孤
立

の
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ

る
と
い
う
報
告
。「
幼

少
期
」
か
ら
の
健
康
格

差
が
、
将
来
的
な
全
身

の
健
康
へ
影
響
す
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
る
、
と

岩
下
歯
科
医
師
は
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

立
川
相
互
病
院
の
入

院
患
者
さ
ん
の
デ
ー
タ

か
ら
も
、
口
腔
内
の
環

境
悪
化
と
身
体
機
能
の

悪
化
の
関
連
、
嚥
下
機

能
の
低
下
と
の
関
連
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
場
合
で

言
え
ば
、
施
設
へ
の
入

所
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
口
腔
ケ
ア
の
改

善
に
つ
な
が
り
ま
す

が
、
独
居
で
適
切
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
な
い
人
が
口
腔
ケ
ア

の
問
題
を
抱
え
や
す
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
さ
ん
き
ゅ
う
ハ
ウ

ス
」
で
話
を
聞
く

貧
困
や
生
活
環
境
に

よ
っ
て
、「
口
腔
ケ
ア
」

か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ

て
し
ま
う
人
た
ち
の
存

在
に
、
私
た
ち
医
療
者

は
ど
ん
な
ア
プ
ロ
ー
チ

で
も
、
オ
ー
ラ

ル
ヘ
ル
ス
（
口

や
歯
の
健
康
）

と
健
康
格
差
に

つ
い
て
の
興
味

「地域診断」の取り�� 組み

　立川相互病院では、新入職員研修（22年度
入職）の一環として、地域を取り巻く課題を
フィールドワークする「地域診断」に取り組
んでいます。昨年度に実施した３チームの報
告のうち、口腔ケアから社会問題を考えたＡ
チームの「診断結果」をご紹介します。

※�１「NPO法人さんきゅうハウス」は、立
川市で2010年10月よりアパートの一室で
生活困窮者の入浴、食事の提供を始める。
「困った人を見捨てない」「何度でもやり
直せる人生を」をモットーに生活困窮者や
路上生活者の支援を続けている。
※�２「社会的処方」とは、薬を処方すること
で患者さんの問題を解決するのではなく、
「地域とのつながり」を処方することで、
問題を解決するというもの。

「歯科酷書（第４弾）」

さんきゅうハウスの大澤理事長・吉田副理
事長（右側の２人）にお話しを伺いました。

多職種の
新入職員による

▶地域診断Ａチーム◀
新井一晃・石橋美鶴希・久保田芽衣
中村匠吾・仲谷美憂・橋本実祐
共同研究者：�井上暢子・新堀元樹�

堀江きよみ

　本紙で呼びかけた、立川相互病院看護部
のマフ制作のための毛糸・編棒の提供に対
して、たくさんのご協力をいただいており
ます。誠にありがとうございます。毛糸だ
けでなく、素敵な完成品も数多くいただき
ました。�
　中村美佐子看護部長は「いただいた毛糸
で、毎週末、職員が編み物に励んでいます。病棟の高齢者の方に実際に使って
いただき、手を収めるだけでなく、幅の広いものは胃ろうの方の腹巻として、
また手首に巻いて点滴ルートのカバーとしてなどさまざまな活用法も見えてき
ました。カラフルなマフに、皆さん笑顔になります」と話します。
　まだまだ制作は続きます。続報をお楽しみに！

職員ゾーンに設け
た「マフBOX」。
皆様からいただい
た毛糸、マフの完
成品がここに集ま
ってきます。 マフに付ける手作り小

物なども大歓迎です！

マフを手に、中村看護部長（左）
と小菅師長

マフ！作っています
続々と

（
２
面
へ
つ
づ
く
）
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き
に
は
差
し
歯
が
折
れ

て
く
れ
た
ほ
う
が
い
い

の
で
あ
っ
て
、
何
度
も

転
ぶ
人
の
場
合
に
は
、

頑
丈
す
ぎ
る
差
し
歯
は

考
え
モ
ノ
で
す
。

　
１
９
９
３
年
、
単
車

で
追
突
さ
れ
て
転
倒
。

交
差
点
の
真
ん
中
ま
で

転
が
っ
て
、
救
急
車
で

立
川
相
互
病
院
に
。
先

輩
の
塚
口
先
生
が
出
て

き
て
、「
や
あ
、
ち
ょ

う
ど
い
い
と
こ
ろ
に
来

た
。
虫
垂
炎
の
手
術
に

入
れ
」

　
２
０
１
７
年
、
韓
国

大
使
館
前
の
急
坂
で
転

倒
。
警
備
の
お
巡
り
さ

ん
達
の
注
目
を
集
め

る
。
左
小
指
の
第
二
関

節
が
あ
ら
ぬ
方
向
に
。

皆
に
知
れ
る
と
い
ろ
い

が
ら
立
川
ま
で
戻
っ

て
Ｃ
Ｔ
と
っ
た
ら
、

骨
折
も
出
血
も
無
く

て
、
一
安
心
。
し
か

し
、
あ
と
で
気
が
付

い
た
。
ぼ
く
が
一
生

懸
命
チ
ェ
ッ
ク
し
た

の
は
、
反
対
側
だ
っ

た
。（
Ｃ
Ｔ
は
鏡
で

は
な
い
）

　
２
月
、
手
術
室
で

コ
ー
ド
に
ひ
っ
か
か
っ

て
転
倒
。
心
配
し
て
く

れ
た
の
は
、
新
し
く
来

て
く
れ
た
青
木
看
護
師

ひ
と
り
だ
け
。

　
老
母
が
施
設
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
家
系
か
、
よ
く
転

ん
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
謝
罪
の
電
話
が
か

か
っ
て
来
る
。「
い
え

い
え
、
地
球
に
重
力
が

あ
る
の
が
悪
い
ん
で

す
」
と
答
え
ま
す
。

　
身
内
の
転
倒
は
「
地

球
の
責
任
」
で
済
み
ま

す
が
、
病
院
で
は
そ
う

も
い
き
ま
せ
ん
。
転
倒

予
防
は
、
病
院
の
重
要

な
テ
ー
マ
の
一
つ
。
入

院
時
に
転
倒
転
落
の
リ

ス
ク
を
評
価
し
て
、
対

策
を
決
め
ま
す
。
生
活

動
作
の
自
由
度
と
、
安

全
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

の
が
難
し
い
。
24
時
間

ス
タ
ッ
フ
が
つ
い
て
い

ら
れ
る
わ
け
で
も
な

い
。
一
番
安
全
な
の

は
、
ベ
ッ
ド
か
ら
動
く

の
を
禁
じ
る
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
で
は
本
末
転

倒
。

　
目
的
は
、「
転
ば
せ

な
い
こ
と
」
で
は
な
く

「
歩
い
て
も
ら
う
こ

と
」
で
す
か
ら
ね
。

【
立
川
相
互
病
院
院
長

・
高
橋
雅
哉
】

　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
ゾ

ウ
の
時
間 

ネ
ズ
ミ
の

時
間
」（
本
川
達
雄
）

に
出
て
く
る
話
。
生
物

は
体
が
小
さ
い
ほ
ど
、

体
重
の
割
に
骨
格
が
強

く
で
き
て
い
る
。
な
の

で
、
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
を

６
階
か
ら
落
と
し
て
も

平
気
。
た
し
か
に
、
子

ど
も
は
転
ん
で
も
骨
折

し
ま
せ
ん
。
大
人
が
転

ぶ
と
骨
折
す
る
。

　
な
ぜ
か
、
ぼ
く
は
、

転
び
ま
す
。

　
研
修
医
の
と
き
、
深

夜
、
病
院
の
玄
関
で
転

倒
、
前
歯
を
折
っ
て
差

し
歯
に
な
り
ま
し
た
。

30
年
た
っ
て
再
び
転

倒
、
同
じ
前
歯
を
う
っ

て
、
差
し
歯
は
折
れ
ず

に
、
ネ
ジ
を
さ
し
て
あ

る
歯
根
が
割
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
ん
な
と

［連　載］［連　載］

立
川
相
互
病
院
の

風
景
風
景

ころぶ話

第37回

ろ
言
わ
れ
る
。
自
分
で

引
っ
張
っ
て
整
復
。

　
最
近
は
さ
ら
に
頻
々

と
転
び
ま
す
。

　
本
欄
に
も
書
き
ま
し

た
が
、
昨
年
７
月
、
高

尾
山
の
く
だ
り
で
転

倒
。
左
手
を
骨
折
。
隠

し
き
れ
ず
、
手
術
を
う

け
る
こ
と
に
。
ど
う

も
、
杖
に
つ
ま
ず
い
た

ら
し
い
。
杖
も
使
い
よ

う
。

　
９
月
、
北
ア
ル
プ
ス

の
、
珍
妙
に
も
登
り
で

転
倒
。
左
人
差
し
指
を

突
き
指
。
腫
れ
あ
が

り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
見
る

と
骨
折
ら
し
い
線
が
淡

く
映
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
ば
れ
る
と
ブ
ッ
ソ

ウ
な
の
で
、
精
査
せ

ず
。

　
今
年
１
月
、
高
尾
山

の
く
だ
り
で
転
倒
。
一

回
転
し
て
立
ち
木
に
右

の
側
頭
部
が
あ
た
っ
て

よ
う
や
く
停
止
。
頭
痛

と
吐
き
気
を
こ
ら
え
な

　日本の糖尿病患者数は年々増加しており、糖尿病が強く疑われる
予備軍を含め約2,000万人と推計されています。糖尿病発症初期
には自覚症状はほとんどありませんが、血糖値が高い状態が続くと
全身の血管が傷ついて、網膜症、腎症、末梢神経障害などの合併症
や、脳梗塞や心筋梗塞が起こりやすくなります。糖尿病による合併
症を起こさないために、また、合併症をさらに悪くしないために、
血糖コントロールすることが大切です。

▶治療の選択肢が増えてきています
　2型糖尿病の治療の基本は食事療法、運動療法です。それでも十
分に改善しない場合には、薬物治療を行います。糖尿病といえばイ
ンスリン注射というイメージがあるかもしれませんが、新しい糖尿
病治療薬が次々に開発され、治療の選択肢が増えてきています。飲
み薬は、①インスリンの分泌を促す薬、②インスリンの効果を高め
る薬、③ブドウ糖の吸収を遅らせる薬がありましたが、近年④ブド
ウ糖を体の外に排泄させる、新しいタイプの薬が加わりました。
　注射薬は、インスリンそのものを補充するインスリン製剤と血糖
値を下げるホルモンを補う薬（GLP-1受容体作動薬）があります。
GLP-1受容体作動薬は、血糖値を下げるだけでなく、食欲を抑え
たり、体重を減らしたりする効果もあります。毎日注射するものか
ら、週1回の注射で効果が持続するもの、近年では飲み薬も出てき
ました。
　このようにさまざまな治療薬があり、個々の患者さんの病状や合
併症の状態、生活スタイルに適した治療を選択して行っていきま
す。

▶薬を飲むタイミングが大切です
　普段は「食後」に飲むお薬が多いと思いますが、糖尿病薬には
「食直前」とされているものがあります。飲み方を間違えると、期
待する効果が得られなかったり、低血糖を起こしたりすることもあ
るため、飲むタイミングには注意が必要です。
　糖尿病治療薬はさまざまな種類があり、使用している薬剤によ
り、飲み忘れたときの対処法、低血糖やシックデイ（発熱、下痢、
おう吐などで具合が悪いときや食事がとれないとき）の対処法が異
なります。あらかじめ主治医と相談しておきましょう。

【連載】

薬薬 Q＆A
に関するエト

セトラ

※このコーナーでは、読者の皆さまからの「お薬に関する質問」を募集しています。

 Ｑ５  新しい糖尿病治療薬にはどんな
ものがありますか？

鳥居 那奈（立川相互病院薬剤部）答える人

と
い
う
安
心
感
を
持
て

る
こ
と
が
必
要
。
医
療

相
談
な
ど
で
気
に
な
る

方
が
い
れ
ば
積
極
的
に

我
々
の
よ
う
な
団
体
に

連
絡
し
て
ほ
し
い
。
社

会
全
体
で
、
孤
立
や
孤

独
を
見
守
る
こ
と
が
大

切
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
「
社
会

的
処
方
」
へ
つ
な

げ
る昨

年
10
月
、
立
川
市

内
の
公
園
で
「
さ
ん
き

ゅ
う
ハ
ウ
ス
秋
祭
り
」

が
開
か
れ
、
私
た
ち
は

今
回
の
地
域
診
断
の
社

会
的
処
方
※
２
の
１
つ
と

し
て
、
健
康
相
談
や
歯

さんきゅうハウスの秋祭りでの医
療相談や歯磨きセットの配布を行
いました。

い
る
方
、
そ
の
支
援
者

と
の
交
流
が
持
て
た
こ

と
に
大
き
な
意
味
を
感

じ
て
い
ま
す
。
社
会
的

処
方
と
し
て
、
今
回
の

よ
う
な
地
域
の
方
と
の

交
流
や
啓
発
活
動
に
加

え
、“
よ
り
上
流
”へ
の

　地域診断の取り組みを通じ
て、“圏域”という意識を持つ
ことができるようになりまし

た。身近な人々の個々の営みと諸団体の成り立
ち、その社会の中に医療機関の役割があると同時
に、医療機関もその社会に支えられているのだと
実感しました。
　今回の学びを通じて、立川圏域に親しみを感じ
ることができました。自分に何ができるか模索し
ながら日々研修を行いたいと思います。

「地域診断」を終えて

研修医：中村 匠吾

磨
き
セ
ッ
ト
の
配
布
を

行
い
ま
し
た
。
地
域
の

方
と
の
や
り
取
り
の
中

で
、
歯
磨
き
を
し
て
い

て
も
ケ
ア
の
方
法
が
十

分
で
な
か
っ
た
り
、
虫

歯
や
口
臭
が
気
に
な
っ

て
も
歯
科
へ
の
受
診
は

面
倒
で
あ
ま
り
行
か
な

い
と
い
う
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

「
歯
科
酷
書
」
か
ら

た
ち
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
経
済
的
な
困
窮

が
、
健
康
に
ダ
イ
レ
ク

ト
に
影
響
し
て
い
る
現

実
を
実
感
し
ま
し
た
。

地
域
に
密
着
し
た
支
援

施
設
を
訪
れ
、
立
川
圏

域
で
生
活
に
困
窮
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た

「
口
腔
内
か
ら

社
会
問
題
を
見

る
」
と
い
う
私

ア
プ
ロ
ー
チ

に
、
今
後
も

継
続
的
に
取

り
組
ん
で
行

き
た
い
と
考

え
て
い
ま

す
。

　最初のミーテイングで「誤嚥性肺炎の患者が多い」「生活背景が複雑
な人が多い」と意見が出て、チームに歯科医師がいたこともあり、自然
とこのテーマに決まりました。
　テーマについて多職種それぞれの視点を共有することで議論を深める

ことができました。今回できた地域とのつながりを来年以降もより強化できるように継続し
たテーマがあってもよいのではと感じました。� （堀江きよみ医師）

▲

その他のチームのテーマは…
　Bチーム「食」（立川市在住の職員・患者さんを対象に、食事に関するアンケートを実施）
　Cチーム「立川市の高齢者の生活（コロナ）前後の変化」

指導医から 

一言！

（
１
面
か
ら
へ
つ
づ
く
）
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４
月
10
日
は
「
酔

（
４
）
い
止
（
10
）

め
」
と
い
う
語
呂
合
わ

せ
で
、「
酔
い
止
め
の

日
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
乗
り
物
酔
い
は
動

揺
病
と
も
呼
ば
れ
、
乗

り
物
以
外
に
も
、
映
画

や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
も
気

分
が
悪
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

原
因
は
脳
の
混
乱

　
ど
ち
ら
の
場
合
も
、

身
体
の
平
衡
感
覚
や
ス

ピ
ー
ド
を
感
じ
る
耳
か

ら
の
情
報
と
、
目
や
身

体
か
ら
の
情
報
の
違
い

に
よ
る
、
脳
の
混
乱
で

起
こ
り
ま
す
。
脳
が
混

乱
す
る
と
自
律
神
経
を

乱
れ
さ
せ
、
め
ま
い
や

吐
き
気
な
ど
の
症
状
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
臭
い
や
空
腹

時
・
満
腹
時
、
酔
う
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
不

安
、
寝
不
足
や
疲
れ
な

ど
も
乗
り
物
酔
い
を
引

き
起
こ
す
原
因
と
な
り

ま
す
。

自
分
に
合
っ
た�

予
防
策
を

　
乗
り
物
酔
い
を
予
防

す
る
に
は
、
ま
ず
乗
る

前
に
ほ
ど
よ
く
お
腹
を

満
た
し
、
前
日
の
夜
は

睡
眠
を
十
分
に
と
る
よ

暮らしの暮らしの

健康健康
教室教室��

乗り物酔いを予防して
新生活をスタートしよう

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
乗

っ
た
後
は
進
行
方
向
を

見
て
乗
り
物
の
動
き
を

予
測
し
、
耳
と
目
か
ら

の
情
報
を
一
致
さ
せ
る

と
よ
い
で
す
。
進
行
方

向
が
見
え
な
い
時
は
、

で
き
る
だ
け
遠
く
を
見

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
景
色
を
見
て
も
酔

い
そ
う
な
時
は
、
目
を

閉
じ
て
寝
て
し
ま
っ
て

も
よ
い
で
す
。

　
ま
た
頭
が
揺
れ
て
耳

の
負
担
を
増
や
さ
な
い

よ
う
に
、
揺
れ
の
少
な

い
席
（
図
）
や
ヘ
ッ
ド

レ
ス
ト
の
あ
る
席
を
選

ぶ
こ
と
、
あ
ご
を
引
い

て
座
る
こ
と
も
効
果
的

で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
や
食

べ
物
の
臭
い
で
も
酔
い

や
す
く
な
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
窓
を
開
け
て

換
気
を
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
が
大
切

　
不
安
感
や
ス
ト
レ
ス

は
そ
れ
だ
け
で
自
律
神

経
を
乱
れ
さ
せ
る
の

で
、
好
き
な
音
楽
を
聴

く
な
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
ス
マ
ホ
や

本
な
ど
は
逆
効
果
と
な

る
の
で
避
け
た
ほ
う
が

よ
い
で
す
。

　
生
姜
の
入
っ
た
飲
み

物
や
炭
酸
飲
料
、
梅
干

し
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は

軽
度
の
乗
り
物
酔
い
に

効
果
的
で
す
。
逆
に
酔

い
や
す
く
な
る
柑
橘
類

の
飲
食
は
避
け
ま
し
ょ

う
。
手
首
の
し
わ
か
ら

指
３
本
下
が
っ
た
ツ
ボ

を
押
す
こ
と
や
、
耳
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
も
よ
い
で

す
。

　
新
年
度
を
元
気
に
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、

乗
り
物
に
酔
い
や
す
い

方
は
、
ぜ
ひ
酔
い
止
め

対
策
を
と
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

福
島
早
織
・
保
健
師

連 

載

No.３　オイとメイと名前の話

ぼくのつれづれ独り言

　ぼくには妹がいて、2人の子どもを育てている。看護師な
のでいずれ健生会にリクルートしようかと思っている。
　さて、そんな妹の子どもはわりとかわいい。4歳と1歳な
のだが、2人になって特にかわいい。
　そんなかわいい奴らをしげしげと眺めてぼくはいつも悩ん
でしまう。戸籍上男女の2人組なので、それぞれ「甥」「姪」
と呼ぶのが一般的なのだろう。しかし自分の性を自覚してい
ない彼らをそう言ってしまうことは、こちらが勝手にジェン
ダー（ここでは性別の意味）を決めてしまうことにならない
かしら、、、と。
　かと言って他の呼び名も見つからず「妹の子ども」と表現
することが多い。「妹」は自分が女性という認識があるので
この呼び方でよいはず。
　最近友人たちに子どもが生まれて、性別によらない名前を
つけているのを耳にする。聞けばトランスジェンダーで将来
性別がかわってもいいようになんだと。なんだか嬉しい。
　だが、ある子が4歳にして「カズ（仮名・戸籍女児）」と
いう自分の名の改名を希望したそうだ。理由は「0歳のとき
に親がつけた名は4歳の私にはもう似合わないから」だそう
だ。そして「私は『アヤノ（仮名）』になる」と宣言したと
のこと。
　最終的には親が名付けた思いを一生懸命説明し、改名は思
いとどまってくれたそうだが、親の心子知らずで子の心親知
らずなものだ。
� （JIMUU）

そうは言っても…

　
肺
炎
で
入

院
と
な
っ
た

80
歳
代
の
Ａ

さ
ん
。
こ
れ

ま
で
奥
様
が

自
宅
で
ベ
ッ
ド
上
で
の

ケ
ア
を
20
年
以
上
行
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
家
族
か
ら
Ａ
さ
ん

の
結
婚
記
念
日
の
お
話

を
聞
い
た
翌
日
、
奥
様

か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し

た
。「
奥
様
：
今
日
が

結
婚
記
念
日
と
い
う
こ

と
を
主
人
に
伝
え
て
も

ら
え
ま
す
か
。
あ
の
人

言
っ
た
こ
と
ち
ゃ
ん
と

わ
か
る
ん
で
す
」「
看

護
師
：
ぜ
ひ
奥
様
か
ら

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
Ａ

さ
ん
喜
び
ま
す
」
と
お

伝
え
し
、
病
室
に
行
き

Ａ
さ
ん
の
耳
元
に
受
話

器
を
あ
て
ま
す
。「
奥

様
：
今
日
は
結
婚
記
念

日
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
。
待
っ
て
い
ま
す

か
ら
ね
。
早
く
帰
っ
て

来
て
く
だ
さ
い
ね
。
さ

み
し
い
の
で
」
と
電
話

越
し
か
ら
涙
ぐ
む
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
で
面
会
禁
止

と
な
り
、
ご
家
族
か
ら

「
心
配
で
眠
れ
な
い
ん

で
す
」「
こ
ん
な
に
さ

み
し
く
な
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
」
と
い
う
声

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

私
た
ち
医
療
者
も
コ
ロ

ナ
で
面
会
禁
止
と
な
り

想
い
に
添
え
な
い
こ
と

が
と
て
も
苦
し
く
、
悔

し
く
思
う
場
面
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
面
会
が
で
き
て
い
た

頃
に
は
決
し
て
入
る
こ

と
の
で
き
な
い
患
者
さ

ん
と
ご
家
族
と
の
間
に

入
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
電
話
だ

け
で
は
な
く
オ
ン
ラ
イ

ン
面
会
や
お
手
紙
の
代

読
な
ど
気
持
ち
を
届
け

る
場
面
に
立
ち
会
い
、

時
に
患
者
さ
ん
、
ご
家

族
の
想
い
を
知
り
涙
す

る
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま

す
。

　
そ
し
て
毎
回
思
う
こ

と
は
、
ご
家
族
に
と
っ

て
患
者
さ
ん
は
、「
〇

歳
、
肺
炎
の
患
者
」
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
年
齢
や
病
気
の
前

に
い
く
つ
に
な
っ
て
も

大
切
な
家
族
、
大
切
な

人
。
そ
の
当
た
り
前
の

こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て

は
い
け
な
い
と
改
め
て

実
感
し
ま
す
。

　
大
切
な
人
の
入
院
で

不
安
な
中
、
日
々
の
ご

理
解
、
ご
協
力
感
謝
い

た
し
ま
す
。
も
う
し
ば

ら
く
続
き
そ
う
な
面
会

制
限
、
も
う
少
し
の
間

私
た
ち
に
、
大
切
な
人

と
の
間
に
入
ら
せ
て
く

だ
さ
い
。
精
一
杯
気
持

ち
を
お
届
け
し
ま
す
。

連 

載

第2回

会えない夫に�
� 「結婚記念日」を伝える
内田�恵

めぐ

美
み

（立川相互病院・入退院支援看護師）

自律神経の乱れが症状を引き起こす

　3月22日から健生会の各事業所*で
も、マイナ保険証による資格確認がスタ
ートしました。
・�現在使用中の保険証はそのまま使用で
きます。
・�マイナ保険証の利用を希望される場合
も、従来の保険証をお持ちください。��
（機械トラブル等が発生した場合は従
来の保険証で資格確認を行います）

マイナ保険証の利用が
始まります

*：�羽村相互診療所のみ、対応開始が少し遅れる予定です。

図　乗り物別の酔いにくい席

主翼の上 前後車輪の中間

中央部下方 車両の中央

進行方向に向かう席

飛行機 バス

船舶 電車
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徳田　倫人（多摩みなみクリニック・事務）紹介者

私私のの本棚本棚

連　載

　＜戦争は平和なり＞＜自由は隷属なり＞＜無知は力なり＞をスロー
ガンに唱える「ビッグ・ブラザー」という独裁者が君臨する近未来で
の管理国家・監視社会の中で、体制に疑問を抱いた主人公の経験する
危機と転落が大まかなあらすじとなっています。
　大学生の頃に読んだ感想は当時のソ連批判を紹介する小説なのかと
そこまで心に響くものがなかったのですが、社会人になってから再度
読み返してみると現代でも言論弾圧やSNSでのバッシングや炎上、
公文書改ざん、前トランプ大統領の誕生、マイナンバーカード導入な
ど、小説で描かれている近未来が日本や世界でも管理監視社会として
現実化しつつあることに驚きと危機感を感じました。行動のほぼすべ
てが管理され、体制側の都合の良いような情報だけが流され、人々は
どうすることもできずに受け入れざるを得ないような社会がいつの間
にか出来上がっている―今、小説のような社会になりつつあるのでは
？とふと感じてしまいます。興味のある方はぜひお読みください。

一九八四年［新訳版］
ジョージ・オーウェル 著（高橋 和久 訳)
ハヤカワepi文庫
￥990（税込）
刊行：2009年7月

今
、
研
修
に
求
め
ら
れ
る 

役
割
を
考
え
る

今月の人

　今年度は「人権の尊重と共同の営み」と
いうテーマを設けて、教育委員会の制度研
修を計画することになりました。長引くコ
ロナで職員同士のコミュニケーションが減
っている中、制度研修は社会への視野を広
げる場としてはもちろん、職場を超えた横
の繋がりを作るためにもとても貴重な場に
なっています。
　研修に参加した職員から
「研修に参加して元気になっ
た。明日からまた前向きな気
持ちで頑張りたい」と言われ
た時はとても嬉しく、やりが
いを感じます。 羽田邦雄

目
め

々
め

澤
ざわ

　郁子

健生会
法人事務局
労務課

心にブルっときた一枚

鬼気迫る、そんな写真が撮れました。
（日野市 ゆうたださん）

七生中学校ワキの桜が咲き始めまし
た。「ここの桜は、日野市で一番早く
咲き出します」と、私は思っていま
す。昨年より１週間ほど早い咲き出し
です。異常気象のセイでしょうか？
（日野市 S・Yさん）

インフルエンザにな
った長女。その後、
学校で出された宿題
が『心が動いたこと
で詩を書こう』。ま
さか、インフルエン
ザを詩にするとは…
（国立市 K・Nさん）

※
投
稿
（
写
真
＋
コ

メ
ン
ト
１
０
０
字
以

内
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
！

す
。【
府
中
市
Ｙ
・
Ｋ

さ
ん
】

　
　
　
　
様
・
ご
主
人

様
」
の
呼

称
。
言
葉
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
の
で
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
話
題
で
し

た
。
言
葉
か
ら
の
影
響

は
大
き
い
と
思
う
一
方

で
、
言
葉
を
制
限
す
る

こ
と
が
問
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
の
か
。
ま

た
、
正
し
い
言
葉
、
善

い
言
葉
を
使
っ
て
も
相

手
に
伝
わ
ら
な
け
れ

ば
、
言
葉
本
来
の
役
割

で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
成
り
立
た
な

い
の
で
は
元
も
子
も
な

い
の
で
は
と
も
思
い
ま

し
た
。【
立
川
市
Ｋ
・

Ａ
さ
ん
】

「
奥

い
去
る
の
は
大
変
で

す
。
一
人
一
人
の
認
識

の
発
展
と
社
会
全
体
で

の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
」
の
大
き
な
流
れ
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
し
ょ
う
か
。【
立

川
市
Ｈ
・
Ｈ
さ
ん
】

　
　
　
　
様
」「
ご
主

人
様
」
問
題

は
、
自
分
も
常
に
悩
ん

で
い
る
こ
と
。
職
場
の

会
話
で
は
、「
ご
家

族
」
で
統
一
し
て
い
る

が
、
や
や
伝
わ
り
に
く

い
。【
立
川
市
Ａ
・
Ｓ

さ
ん
】

　
　
　
　
の
時
代
に
合

っ
た
話
題
で

す
。
当
事
者
が
語
る
こ

と
は
と
て
も
意
味
の
あ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま

「
奥今

　
　
　
　
ェ
ン
ダ
ー
平

等
」、
家
庭

・
職
場
・
社
会
に
お
け

る
実
践
の
中
で
日
々
起

こ
る
こ
と
と
し
て
、
身

に
つ
ま
さ
れ
る
こ
と
と

し
て
読
み
ま
し
た
。
戦

後
生
ま
れ
の
私
で
も
、

成
長
過
程
で
の
「
男
は

男
ら
し
く
」「
女
は
女

ら
し
く
」
の
風
潮
を
拭

「
ジ 読

者
の
声

読
者
の
声

　2月号から始まった＜連
載：そうは言っても…ぼくの
つれづれ独り言＞について、
たくさんの反響をいただきま
したので紹介します。

今月の
クロスわ
2023 ー
４月ど

クロスワードを解
いて、Ａ～Ｆまでの
文字を順番に並べま
しょう。はがきまた
はEmailで、答えと
「この春の出会いと
別れ」または『健康
のいずみ』の感想を
書き、下記へ。正解
者の中から抽選で10
人に図書カードを進
呈します。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
卒
業
生
に
後
輩
た
ち
が

贈
り
ま
す

⑤
お
金
持
ち
で
裕
福
な
こ

と
⑥
罷
業
・
同
盟
罷
業
。

「
賃
上
げ
は
―
も
辞
さ

な
い
覚
悟
で
か
ち
と
る

ぞ
！
」

⑦
昔
は
ア
ベ
ッ
ク
、
今
は

―
⑨
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー

⑩
コ
レ
が
終
わ
っ
て
春
が

来
る

⑪
面
目
、
体
面
、
世
間
体

⑬
プ
ロ
セ
ス
、
チ
ェ
ダ

ー
、
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
…

⑭
し
か
た
が
な
い
事
を
言

っ
て
は
嘆
く
。「
―
を

こ
ぼ
す
」

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
虚
勢
を
張
る
人
、
見
か

け
だ
お
し
の
人
を
「
―

の
虎
」
と
言
い
ま
す

②
春
の
次
の
季
節

③
健
生
会
や
三
多
摩
健
康

友
の
会
の
本
部
が
あ
る

の
は
―
市

④
ヤ
カ
ン
の
こ
と
を
英
語

で
言
う
と
？

⑥
春
は
英
語
で
？

⑧
雇
わ
れ
て
働
く
こ
と
。

「
病
院
に
お
―
な
ん
で

す
ね
」

⑨
新
し
い
を
英
語
で
言
う

と
？

⑩
―
が
欠
け
た
古
い
茶
碗

⑫
地
面
を
覆
っ
て
い
ま

す
。
大
地
、
土
地
。

「
異
国
の
―
を
踏
む
」

【応募先】
①〒１９０-００２２　立川市錦町１-２３-２５
　社会医療法人社団健生会
②izumi@t-kenseikai.jp
『健康のいずみ』クロスワード係
【締切】４月30日の消印まで有効
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２０２３年４月５日（ 5 ） 健 康 の い ず み 第５９２号

※�新型コロナ感染症対策のため、一部外来業務縮小を行っております。ご理解といましばらくのご協力をお願い申し上げます。�
業務再開時期につきましては、当院のホームページにてご報告させていただきます。

月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

産 婦 人 科
＊印は妊婦健診

＊長坂
張
池田哲

池田麗
佐藤（不妊・予）

＊池田哲
佐藤
長坂

＊張
佐藤
池田哲

＊古明地
長坂
池田麗

エコー外来
（輪番･予）

＊池田麗
張
古明地

産後検診
（輪番・予）輪番

眼 科 大久保
横佐古 大久保　 横佐古 大久保

矢野
大久保
矢野

大久保
横佐古 大久保 大久保

横佐古
月2回

（不定期)
★

月2回
（不定期)
★

紹介外来内科 循環器内科
輪番（予）

総合診療科
輪番（予）

腎臓内科
　輪番（予）
糖・代謝内科
　輪番（予）

脳 神 経 外 科 安部（予） 佐々木(予) 安部（予） 佐々木(予)
肩関節・スポーツ
紹 介 外 来 守重（予）

４月
外
来
診
療
表

3
月
13
日
以
降
も
、
医
療
機
関
内
で
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総合病院 立川相互病院

立川相互ふれあいクリニック

健生会ふれあい相互病院

子ども診療所

受付時間：午前 8:30～11:00/午後 12:30～15:30　（土曜 8:30～11:00）
〒190-8578　立川市緑町4-1　総合受付 TEL  0570-052585 (ナビダイヤル）
（電話予約）平日9:00～17:00/土曜9:00～12:00
救急指定病院／産婦人科、眼科は予約優先です。

★詳しい日程は、
　外来にお問い合わせください。

略　号
（循）循環器
（心）心　臓
（神）神　経
（呼）呼吸器
（塵肺）じん肺
（消）消化器
（肝）肝　臓
（腎）腎　臓
（糖）糖尿病
（血）血　液
（内代）内分泌・代謝
（リハ）リハビリ
（リウ）リウマチ
（甲）甲状腺
（代）代　謝
（ペ）ペースメーカ－
（内）一般内科
（更）更年期
（アル）アルコール
（呼外）呼吸器外科
（CF）大腸内視鏡検査
（GF）上部（胃）

　　内視鏡検査
（禁）禁　煙
◎ 診　療

（予）予　約
〇内の数字は
該当週

（輪番）=交代制
お問いわせくだ
さい。

受付時間：午前8:30～11:00/午後13:00～15:30/夜間16:30～19:00  診察開始時間：午前9:00～ /午後13:30～ /夜間17:00～
（予約センター）月～金8:30～17:00/土8:30～12:00 ※ふれあいクリニック健康管理センターは、    

予約が必要です。

月 火 水 木 金 土
午前 午後 夜間 午前 午後 午前 午後 夜間 午前 午後 午前 午後 夜間 午前 午後

精 神 科 永井 永井 小林義 小林義 永井 永井 小林義
永井

小林義
永井 永井 輪番

泌 尿 器 科 李
西村

（14:00
～）

栗田
栗田
森川

（予）
栗田

（予）
栗田
李（予）

西村
（14:00
～）

一ノ瀬
（予）
栗田

栗田
（予） 森川

透 析 室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
訪 問 診 療 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※�泌尿器科は予約優先です。精神科は現在新規の予約を受けておりません。完全予約制です。

受付時間：午前8:30～11:00/午後13:00～15:30
〒190-0022　立川市錦町1-16-15 TEL  042-512-8720

（電話予約）平日9:00～17:00/土曜9:00～12:00立川相互病院 検索                                                          

受付時間：午前8:45～11:00/午後13:15～16:00
　　　　　夜間16:45～19:00　
〒190-0022 立川市錦町1-23-25 １階
TEL  042-525-6555 FAX  042-525-6556
要予約＝専門外来(042-525-6555）、
乳児健診・予防接種

（ネット予約または042-548-7767(24時間対応））

月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 夜間 午前 午後 午前

一 般 外 来 ○ ○ ○ ○ 要予約 ○ ○ ○

専 門 外 来 相談 おしっこ
外来 代謝 代謝② 相談 代謝 相談 循環器②④

相談 相談②④

予 防 接 種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
乳 児 健 診 ○ ○ ○ ○
訪 問 診 療 ①③

立川　子ども診療所 検索

※毎月第４水曜日の午後は休診となります。

あきしま相互病院
〒196-0035　昭島市もくせいの杜2-2-1 
TEL  042-500-2077 FAX  042-500-2078

※ショートステイ、長期の入院に応じます。ご相談下さい。 
一般外来は行っていません。

（医療療養型病院110床、訪問診療）

〒190-0022　立川市錦町1-23-4　 TEL  042-524-1371　夜間外来ではできない検査もあります。内科専門外来、健康管理センターは予約制です。
月 火 水 木 金 土

午前 午後 午前 午後 夜間 午前 午後 午前 午後 夜間 午前 午後 午前

２
　
階

内
　
科

初 診
一 般

花田徹
中西里
清水
佐藤恵①③⑤
奥野衆②④

花田徹
原田
松井

花田徹
松井
平野史

花田徹
福田
小林凡

福田
島田
神崎
藤井

島田    
南條
青柳

安川　
藤井
高
堀江

浜埜
清水
青柳

森
吉田
水谷
金子

原田
吉田
金子

平野光①　羽田①
深見①③⑤　下園②④  
奥泉②④　青柳②④
津村③　小林凡⑤

予 約

（内）藤井
（呼）土屋
（腎）小川亜
（消）菅澤
　　①②③

（消）中西彩④
　　

（呼）草島
（リウ）片岡
（神）横山

（呼）阿部
（呼）山田秀
（呼）草島
（呼）唐沢
（腎）小泉博

（呼）阿部
（消）野澤
（腎）小泉博

（呼）阿部
（呼）草島②
（消）橋本③
（腎）小泉博
（腎）鈴木①③
（腎）大石②④⑤

（内）豊原
（呼・禁）土屋
（消）松井
（消）菅澤 4/26～
(神）濱田

（内）豊原②除く
（消）田中
（神）濱田
(腎）神田

（リウ）高橋①③
（リウ）加藤②④
（リウ）輪番⑤

(内)山田正
（内）小泉豪①③
（呼）草島
（呼）阿部
(呼）矢野②④

（消）橋本
（腎）杉田

（内）安川
（内）赤間
（呼）土屋
（腎）鈴木
（腎）青木綾

（呼）草島
（呼）阿部
（呼）土屋
（消）松井

（内）大谷①③⑤
（消）谷口
（消）松井
（腎)大石
（神）志知
（呼）草島②④

（内）大谷①③⑤
（呼）下浦
（神）久保田
（神）志知②④

（呼)粂③
（呼）草島③
（呼）丹内③
（呼）佐藤亮③

耳 鼻 咽 喉 科 高橋 小山 難聴外来（予） 今泉 寺村 新橋 輪番

３
　
階

内
　
科

予 約
（糖・代）宮城
（糖・代）樫山
（糖・代）青柳

（糖・代）樫山
（糖・代）山崎英
（糖・代）北尾

（内）新井隆
（循）田村
（糖・代）寺師
（糖・代）樫山②除く
（糖・代）澁谷

（循）井上
（循）稲葉

（循）田村①③
（循）新藤
（循）西村
（糖・代）樫山⑤除く

(循)田村①③
（糖・代）樫山⑤除く
（リハ）山田智①③⑤

（循）田村
（循）戸田慧
（糖・代）樫山
（糖・代）澁谷
（糖・代）白川

（循)大塚
（循）岡部

（循）田村
（糖・代）寺師
（糖・代）樫山

（糖・代）樫山
（糖・代）寺師
（糖・代）宮城
（糖・代）山崎英

（糖・代）樫山
（糖・代）宮城
（糖・代）青木
（糖・代）寺師

（糖・代）宮城①③
（糖・代）樫山②④
（糖・代）山口⑤除く

４
　
階

外 科 一 般 戸田匠 戸田匠（予） 若田
中島

高橋雅
秋山　

新堰　　蜂須賀
児嶋

高橋雅
※夜間外科は２階

一沢　中本
中島　松本 （心外）新野 土曜の外科はありません

乳 腺 外 来 宮澤可（予） 新堰（予） 一沢（予）
皮 膚 科 尾立

鯨岡
尾立
鯨岡 輪番 鯨岡 澤田

交代医師
尾立
鯨岡

尾立
輪番

輪番①③⑤
尾立②④　鯨岡②④⑤

整 形 外 科
日野出
中島大
本橋

向山
松多
吉田

河原①③⑤
浅井②④
伊佐治
増本

黒木
山崎
※木曜午前の受付は
　午前10：30まで

向山
有野
上杉

伊佐治
王
江口①③（予）

５階 健康管理センター (予約制) 安田行（予） 青木（予） 石戸（予） 石戸（予） 石戸（予） 青木（予）
訪　問　診　療 草島 赤間 草島②④ 山田智②④ 矢野①③　 矢野②④ 清水　青柳 青柳①③　草島②④



２０２３年４月５日 健 康 の い ず み 第５９２号健 康 の い ず み （ 6 ）

往診（訪問診療）は、診療所・歯科診療所で受け付けています。

月 火 水 木 金 土

午
前

安西
渡辺

安西
大坂
蜂須賀（～10時）

（予）山田①③
（予）田村②④
井出

宇野
一沢②③④
安西①

安西
田村①②③

安西①③
一沢②④

訪問診療 訪問診療 訪問診療
午
後

（糖・予）山崎
訪問診療 訪問診療 訪問診療

診療科目：内科　受付時間：午前8:45～12:00/午後13:30～16:00
〒196-0031昭島市福島町908-17
TEL  042-545-2712 FAX  042-545-8825

昭島相互診療所

月 火 水 木 金 土

午
前

奥野（内）
杉山（内）

飯塚（物忘れ・予）
①②③

小松（内）
奥野（内）
草島（呼・予）①③

杉山（内）
大石（内）②④
中西（内）

杉山（内）
中村典（内・予）

秀嶋（内）①③⑤
中村造（内）②④
河野（整外）①③

訪問診療 訪問診療

午
後

宮城（糖・予）
完全予約制 奥野（内）

訪問診療 訪問診療 訪問診療

診療科目：内科・呼吸器内科・糖尿病内科・整形外科
受付時間：午前8:45～12:00/午後14:00～16:30
〒192-0082 八王子市東町2-3八王子共立ビル1階 
TEL  042-639-7621 FAX  042-643-1115

八王子
共立診療所

月 火 水 木 金 土

午
前

松田（内・小児） 宮平（内） 松田（内・小児） 大石（内）
奥野（内）

寺田（内・循）
松田（小児）
　11：30～12：30

松田（内・小児）①
須藤（内・小児）③⑤
西川（整外・予）②④

訪問診療 訪問診療

午
後

松田（内・小児）
　～18：00

井出（内）
川尻（胃カメラ・
予）①③
超音波検査（予）②④

松田（小児ワクチ
ン外来・予）②④ 松田（内・小児） 岩城（整外・予）

①③

訪問診療

診療科目：内科・整形外科・小児科
受付時間：午前8:50～12:00/午後13:45～16:30
〒193-0824 八王子市長房町1462-5 TEL  042-664-1005 FAX  042-664-6037

ながふさ
共立診療所

月 火 水 木 金 土
午
前 宮﨑（内） 宮﨑（内） 宮﨑（内） 中原（内）

宮﨑（内）
超音波検査      
　（予）①③

田中（内）
安部（整外）②④

午
後

宮﨑（内） 宮﨑（内） 古田（内） 中原（内）
宮下（糖）②④

訪問診療②④

診療科目：内科・呼吸器内科・整形外科　（予約制）
受付時間：午前8:45～12:00/午後13:30～16:30
〒206-0025 多摩市永山1-7-8 TEL  042-311-4415 FAX  042-389-4044

多摩みなみ
クリニック

透析診療（予約制）：昼間透析 月～土/準夜透析 月・水・金
〒190-0002 立川市幸町5-9-2 TEL  042-538-1502 FAX  042-534-0372

すながわ
相互診療所

診療科目：内科
受付時間：午前 8:45～12:00/午後 往診
〒186-0003 国立市富士見台1-17-36 TEL  042-576-3896 FAX  042-571-6657

月 火 水 木 金 土

午
前

横山佳
鎌尾(3、10、17日
　　　～10時）

赤間
大塚 4、11日
矢野 18、25日

小松
清水

木戸
鎌尾 鎌尾

木戸 1日
鈴木 8、22日
大塚 15日

訪問診療
午
後 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

谷保駅前
相互診療所

診療科目：内科
受付時間：午前8:45～11:30/午後 往診
〒185-0034 国分寺市光町3-13-34 TEL  042-573-4011 FAX  042-573-4039

月 火 水 木 金 土

午
前

輪番
宮本悠①③④

吉本　
臺
栄養相談③
エコー検査②

田中 濵田
荻原 古谷 古谷①③

矢可部（予・物忘れ）②④

訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療
午
後 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

国分寺ひかり
診療所

診療科目：内科・小児科　
受付時間：午前8:30～12:00/夜間17:00～20:00
〒205-0023 羽村市神明台1-30-5  TEL  042-554-5420 FAX  042-555-3151

月 火 水 木 金 土

午
前

小林(予）①③
井上(予）②④
大熊

江夏
大熊
樫山(糖・予)②

木嶋
寺本
江夏

井上
横山

木嶋
大熊

春木馨①　井上②④ 
春木伸④　輪番①③
森田（糖・内泌・予）②④
川本（循）②

午
後

飯塚（物忘れ・予） 小林（予）
訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

夜
間

山田①③（予）
井上②④（予）※

＊透析診療（予約制）：昼間透析月～土、準夜透析月・水・金　
※第5水曜日（29日）は夜間診療は休診です。　　　

羽村相互診療所

診療科目：内科 ・小児科
受付時間：午前8:45～11:30/午後13:45～16:00　
〒191-0003日野市日野台4-26-16 TEL  042-581-6175 FAX  042-581-4070

月 火 水 木 金 土

午
前

寺師 宮地
安田

寺師
一沢

寺師
宮地②④ 安田

寺師①③
松井②
安田④

訪問診療
午
後

休診 （小児・予約） 休診 休診 赤羽
訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

日野台診療所

診療科目：内科・循環器科・代謝科・整形外科
受付時間：午前8:40～12:00/午後13:30～16:00
〒183-0055 府中市府中町1-13-3 TEL  042-365-0321 FAX  042-365-0323

月 火 水 木 金 土

午
前

坂入
浅谷②④

児嶋（整形）
浅谷

喜連川
青柳

岩本
宮城

浅谷
金森

郭①③
輪番②④

訪問診療①③ 訪問診療 訪問診療 訪問診療
午
後

鷹橋 児嶋（整形）
金森

木住野①③⑤
竹田 休診 金森

訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

府中診療所

診療科目：歯科・小児歯科・矯正歯科
〒192-0082 八王子市東町2-3 八王子共立ビル4Ｆ
TEL  042-646-8883 FAX  042-646-8805

月 火 水 木 金 土 診療時間

午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9:00～13:00訪問診療 訪問診療

午後 ○ ○ ○ ○ ○ 14:00～17:00（月・金・土）
12:30～17:00（火・木）訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

夜間 ○①③ ○②④ 17:00～20:00
　（火①③・木②④のみ）

けんせい歯科

相互歯科地域口腔保健センター訪問診療部（電話080-3384-3575）

診療科目：歯科・小児歯科・矯正歯科
急患受付時間：午前8:45～11:00/午後13:45～15:30/夜間16:45～19:00
（急患の方はまずはお電話にてご連絡ください）
〒190-0022 立川市錦町1-17-10 TEL  042-525-6480 FAX  042-522-0348

月 火 水 木 金 土 診療時間
午前 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9：00～13：00訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

午後 〇 〇 〇 〇 〇 14：00～17：00（月・水・土） 
12：30～17：00（火・金）訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

夜間 〇 〇 17：00～20：00（火・金）
相互歯科地域口腔保健センター訪問診療部（電話080-3384-3575）

相互歯科

診察科目：内科・小児科　
受付時間：午前8:45～12:00/午後(予約)14:00～16:00/
　　　　　夜間(木)17:00～19:00　〒208-0013 武蔵村山市大南2-1-8
TEL  042-590-0373　 FAX  042-590-5700

月 火 水 木 金 土

午
前

宮地（内・小児）
　①②④
金子（内）
堀江（内）

青柳（代謝）
奥野（内）
堀江（内）

宮地（内・小児）
宮本（内）

南條（内）
小林（内）
エコー検査

赤間（内）
奥野（内）
堀江（内）

水谷（内）①③
堀江（内）②④

 訪問診療 訪問診療
午
後

濱田
　（小児ワクチン外来・予）

訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療
夜
間 小林誠（内）②④

大南ファミリ
ークリニック

府中市地域包括支援センターしんまち TEL  042-340-5060
FAX  042-340-5622

国分寺地域包括支援センターひかり TEL  042-573-4058
FAX  042-573-4059

▶地域包括支援センター

健生会ケアプランセンター昭島 TEL  042-544-9970
健生会ケアプランセンター国分寺 TEL  042-577-1701
健生会ケアプランセンター羽村 TEL  042-555-3180
健生会ケアプランセンター日野 TEL  042-581-4093
ケアプランセンターなのはな立川（三多摩福祉会） TEL  042-523-7026
ケアプランセンターいきいき（八王子／いきいき福祉会） TEL  042-639-7625

▶介護相談・ケアプランの作成

健生会デイサービスセンターたんぽぽ（八王子） TEL 042-639-7630
FAX 042-639-7635

▶デイサービス

▶訪問看護ステーション

健生会にしき
(立川南部)

TEL  042-522-3621
FAX  042-522-3683

健生会東中神
(昭島)

TEL  042-546-2919
FAX  042-546-2973

健生会さかえ
(立川北部)

TEL  042-537-3441
FAX  042-537-3468

健生会緑が丘
(武蔵村山)

TEL  042-563-2133
FAX  042-562-8098

健生会しんまち
（府中）

TEL  042-336-0600
FAX  042-336-0603

健生会ひのだい
(日野)

TEL  042-582-7110
FAX  042-582-7118

健生会日吉町
（国分寺）

TEL  042-573-6599
FAX  042-573-6998

健生会にしたま
（羽村）

TEL  042-570-1815
FAX  042-570-1816

いずれも午前９時～午後５時まで、ＦＡＸは24時間受け付けます

健生会きょうりつ
（八王子）

TEL  042-645-6373
FAX  042-645-6637

※「2023年度特定健診」は5月開始予定です。
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